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ご使用にあたって 

本検討資料は、建築設計事務所様、建築施工会社様、鉄骨加工業者様等において、SP フィットブレースを

用いた建築物を設計および施工・管理をされる際に、安全かつ効果的に行っていただくためのものです。設計

の前に必ずご一読くださるようお願いいたします。 

 

免責事項 

万一、SP フィットブレースに問題が発生した場合には、下記の免責をふまえた上で対応させていただきま

す。 

１．本設計資料に記載した事項に反した設計・施工による不具合。 

２．標準仕様以外に設計者・施工業者等の使用者が指示した仕様・施工方法等に起因する不具合。 

３．不可抗力（天災、地変、地盤沈下、火災、爆発、騒乱など）により発生した不具合。 

４．本設計資料及び関連資料（カタログ、標準図等）に記載した製品の保管方法・有効期限が守られず

に発生した不具合。 

 

製品仕様・外観は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
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1.総  則 

1-1 ブレースの構成 

 本ブレースは、軸力を負担する芯材の周囲に座屈拘束材を設けて全体座屈を防止した座屈拘束ブレースであ

る。芯材には両端にねじ加工した２本の丸鋼を使用し、中央部でカプラーにより接合する。芯材の片端部のねじ

ともう片端部のねじは逆向きのねじとなっており、ターンバックル機構を有している。このため長さ調節が可能で

あり、施工性が優れている。 

本ブレースの概要図を図 1-1-1 に示す。本ブレースは芯材の座屈を拘束する拘束鋼管に芯材を挿入した状

態でグラウト材を充填して製造しており、芯材とグラウト材はアンボンド材により絶縁されている。さらに、芯材の端

部には、芯材と接合されたカプラー部、座屈拘束機能を有するスペーサー部、ガセットプレートとピン接合される

クレビス部からなるカプラークレビスを取り付けて、スペーサー部外周を端部鋼管により拘束している。また、端部

鋼管と拘束鋼管は、それぞれをフタに溶接することで一体化している。 

本ブレースは岡部株式会社または岡部株式会社が指定した業者において製造され、岡部株式会社により品

質管理および供給される。接合用ピンは岡部株式会社により製造、品質管理、供給される。 

設計外力に応じた本ブレースの選定、剛性の算定、およびガセットプレートの設計は、設計ハンドブック「3.設

計」に従って設計者が行う。ガセットプレートの製造および主架構への溶接は、設計者の設計内容に従って鉄骨

製作業者が行う。本ブレースの主架構への取付施工は、設計ハンドブック「4.施工」に従って現場施工者が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1-1 本ブレース概要図 

  

ピン 

断面 

拘束鋼管 
アンボンド材 

グラウト材 

芯材 端部鋼管 
フタ 

カプラークレビス 

クレビス部 

スペーサー部 

カプラー部 



 

 2 

1-2 適用事項 

 この設計ハンドブック（以下「本ハンドブック」という）は、本ブレースの設計及び施工に適用する。本ハンドブック

に記載されない事項に関しては下記による。 

 

（1）建築基準法・同施行令・建設大臣告示・国土交通大臣告示等 

（2）2015年度版 建築物の構造関係技術基準解説書 （一般財団法人建築行政情報センター）  

（3）鋼構造許容応力度設計規準 （2019） （日本建築学会）   

（4）鋼構造塑性設計指針 （2017） （日本建築学会）   

（5）鋼構造限界状態設計指針・同解説 （2010） （日本建築学会）   

（6）鋼構造座屈設計指針 （2018） （日本建築学会） 

（7）鋼構造接合部設計指針 （2012） （日本建築学会） 

（8）建築工事標準仕様書・同解説 JASS 6 鉄骨工事 （2018） （日本建築学会）  

（9）鉄骨工事技術指針（2018） （日本建築学会）   

（10）鉄骨精度測定指針（2018） （日本建築学会）   

 

 

1-3 標準仕様 

 本ブレースの標準仕様を表 1-3-1 に示す。設計者は標準仕様の中から製品を選定し、製品長さを定める。製

品長さは、表 1-3-1に示す範囲で 50mm ピッチとする。 

 

表 1-3-1 標準仕様 

製品 

記号 
短期許容軸力 

(kN) 

降伏軸力 
(kN) 

芯材(呼び径) 
(mm) 

拘束鋼管 
(mm) 

製品長さ 
(mm) 

SPFB-20 226 238 φ30.5(M33) φ139.8×9.5 2500～5300 

SPFB-35 364 385 φ38.8(M42) φ165.2×9.3 2500～5750 

SPFB-60 599 630 φ52.2(M56) φ216.3×8.2 2500～6400 

SPFB-80 789 830 φ59.9(M64) φ216.3×10.3 2500～6050 
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2. 構成部材の仕様 

2-1 ブレース全体構成 

 本ブレースの全体構成を図 2-1-1に示す。 

 

 

 

 

図 2-1-1 ブレース全体構成 

  

本ブレースは、図 2-1-2に示す端部の無補剛区間における芯材の局部座屈を防止するため、無補剛区間の長

さを制限する。 

表 2-1-2 芯材無補剛区間長さ最大値 

製品 

記号 

芯材無補剛区間長さ 

設計最大値 
LNR (mm) 

SPFB-20 64 
SPFB-35 83 
SPFB-60 81 
SPFB-80 80 

 

ピン間距離を最大まで延長した場合の芯材無補剛区間の長さ LNRの設計最大値を表 2-1-2に示す。なお、芯

材無補剛区間の長さ LNRに 15mmを加えた長さ以下であれば、芯材の局部座屈を防止することができる。 

 

2-2 使用材料 

2-2-1 芯材 

芯材に使用する鋼材を表 2-2-1に示す。 

表 2-2-1 芯材に使用する鋼材 

規格 種類 種類の記号 径(mm) 基準強度 F 

JIS G 3138 建築構造用圧延棒鋼 SNR490B 
24以上 40以下 325 

40を超え 64 以下 295 

2-2-2 中央カプラー 

中央カプラーに使用する鋼材を表 2-2-2に示す。 

  表 2-2-2 中央カプラーに使用する鋼材 

規格 種類 種類の記号 径(mm) 基準強度 F 

JIS G 3138 建築構造用圧延棒鋼 SNR490B 40を超え 100以下 295 

2-2-3 拘束鋼管および端部鋼管 

拘束鋼管および端部鋼管に使用する鋼材を表 2-2-3に示す。 

  表 2-2-3 拘束鋼管および端部鋼管に使用する鋼材 

規格 種類 種類の記号 鋼材の厚さ(mm) 基準強度 F 

JIS G 3444 一般構造用炭素鋼管 STK400 40以下 235 

カプラークレビス 

端部鋼管 

フタ 芯材 中央カプラー 
スペーサー 拘束鋼管 

グラウト材 

アンボンド材 アンボンド材 

芯材無補剛区間長さ 

図 2-1-2 芯材無補剛区間長さ 
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2-2-4 カプラークレビス 

カプラークレビスに使用する鋼材を表 2-2-4に示す。 

  表 2-2-4 カプラークレビスに使用する鋼材 

規格 種類 種類の記号 基準強度 F 

JIS G 5102 溶接構造用鋳鋼品 SCW480 275 

2-2-5 ピン 

ピンに使用する鋼材を表 2-2-5に示す。 

  表 2-2-5 ピンに使用する鋼材 

認定番号 種類 種類の記号 基準強度 F 

MSTL-0551 建築構造物接合用ピン OBP715 490 

2-2-6 フタおよびスペーサー 

フタおよびスペーサーに使用する鋼材を表 2-2-6に示す。 

  表 2-2-6 フタおよびスペーサーに使用する鋼材 

規格 種類 種類の記号 鋼材の厚さ(mm) 基準強度 F 

JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 SS400 6以上 40 以下 235 

2-2-7 ガセットプレート 

ガセットプレートに使用する鋼材を表 2-2-7に示す。 

  表 2-2-7 ガセットプレートに使用する鋼材 

規格 種類 種類の記号 鋼材の厚さ(mm) 基準強度 F 

JIS G 3136 建築構造用圧延鋼材 SN490B 
6以上 40 以下 325 

40を超え 55 以下 295 

 

2-3 設計諸元 

2-3-1 鋼材の許容応力度 

本ブレースに用いる鋼材の許容応力度の基準強度は、表 2-2-1～表 2-2-6 に示す基準強度 F の数値とする。

なお、本ブレースにおける溶接部の許容応力度の基準強度は、対応する鋼材の許容応力度の基準強度と同等

とする。 

本ブレースに用いる鋼材の許容応力度を表 2-3-1に示す。 

表 2-3-1 鋼材の許容応力度  

長期応力に対する許容応力度  
(N/mm2) 

短期応力に対する許容応力度 
(N/mm2) 

圧縮  引張  曲げ せん断  支圧  圧縮  引張  曲げ せん断  支圧  

F

1.5
 

F

1.5√3
 

F

1.1
 

長期応力に対する圧縮・引張・曲げ・せん断の許

容応力度のそれぞれの数値の 1.5倍とする。 

この表において Fは表 2-2-1～表 2-2-6に示す基準強度 F を表すものとする。 

 

2-3-2 鋼材の材料強度 

芯材の材料強度の基準強度は、表 2-2-1 に示す基準強度 F の数値とする。または同表に示す基準強度 F の

数値の 1.1倍以下とすることができる。 
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2-4 形状寸法 

2-4-1 芯材 

芯材の形状寸法を図 2-4-1および表 2-4-1に示す。 

芯材に使用する部材には、両端を右ねじとした芯材 R と片端部(図 2-4-1の A側)を左ねじ、もう一方の端部(図

2-4-1 の B 側)を右ねじとした芯材 L がある。芯材 R と芯材 L は、同じ長さであり、これらの芯材を中央カプラー

で接合して使用する。 

 

 

 

図 2-4-1 芯材形状寸法 

表 2-4-1 芯材寸法一覧 

製品 

記号 

ねじの 

呼び径 
φd 

(mm) 
La 

(mm) 
Lb 

(mm) 

ねじ部 

有効断面積 
Ae 

(mm2) 

軸部 

断面積 
Ad 

(mm2) 
SPFB-20 M33 30.5 122 53 694 731 
SPFB-35 M42 38.8 137 68 1121 1184 
SPFB-60 M56 52.2 160 90 2030 2136 
SPFB-80 M64 59.8 177 102 2676 2813 

 

 

2-4-2 中央カプラー 

中央カプラーの形状寸法を図 2-4-2および表 2-4-2に示す。 

 

表 2-4-2 中央カプラー寸法一覧 

製品 

記号 

ねじの 

呼び径 
φDJC 
(mm) 

LJC 
(mm) 

SPFB-20 M33 56 120 
SPFB-35 M42 72 150 
SPFB-60 M56 90 194 
SPFB-80 M64 100 218 

 

 

 

 

 

 

 

 

※芯材 Rは右ねじ、 

  芯材 Lは左ねじとする ※右ねじ 

 

※Lcはブレース全長による、ただし芯材 R と芯材 Lは同じ長さとする 

 

図 2-4-2 中央カプラー形状寸法 
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2-4-3 カプラークレビス 

カプラークレビスはカプラー部のタップが右ねじのカプラークレビス R と左ねじのカプラークレビス L があり、一

体のブレースにそれぞれ一個のカプラークレビスを使用する。カプラークレビスの形状寸法を図 2-4-3 および表

2-4-3に示す。 

 

図 2-4-3 カプラークレビス形状寸法 

 

表 2-4-3 カプラークレビス寸法一覧  (mm)  

 

 

 

2-4-4 ピン 

ピンの形状寸法を図 2-3-4 および表 2-3-4に示す。 

 

表 2-4-4 ピン寸法一覧 

製品記号 品名 
D 

(mm) 
L 

(mm) 
SPFB-20 42T-80 42 80 
SPFB-35 50T-94 50 94 
SPFB-60 65T-120 65 120 
SPFB-80 75T-139 75 139 

 

  

製品記号
ねじの
呼び径

φDcp φDcs φdc1 φdc2 BC LC LC1 LCS tCG tC1 tCS

SPFB-20 M33 42.4 116.2 60 35 95 320 47.5 112 29 75 19

SPFB-35 M42 50.4 141.8 70 44 120 375 60 127 33 89 19

SPFB-60 M56 65.4 194.9 95 58 155 465 77.5 156 51 121 22

SPFB-80 M64 75.4 190.1 107 66 170 517 85 181 56 134 22

※カプラークレビス Rは右ねじ、 

  カプラークレビス Lは左ねじとする 

図 2-4-4 ピン形状寸法 
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2-4-5 端部鋼管 

端部鋼管の形状寸法を図 2-4-5および表 2-4-5に示す。 

 

表 2-4-5 端部鋼管寸法一覧 

製品記号 
DEB 

(mm) 
tEB 

(mm) 
LEB 

(mm) 
SPFB-20 139.8 9.5 268 
SPFB-35 165.2 9.3 325 
SPFB-60 216.3 8.2 353 
SPFB-80 216.3 10.3 376 

 

 

 

 

2-4-6 ガセットプレート 

ガセットプレートの形状寸法の例を図 2-4-6および表 2-4-6に示す。 

ガセットプレートは芯材塑性化部長さの 2%の圧縮変形に対して端部鋼管と干渉しない形状とする。ピン孔径

φdGは機械加工により寸法許容差を±0.1 とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-4-6 ガセットプレートの寸法例一覧 

製品記号 
φdG 

(mm) 
tG1 

(mm) 
LG 

(mm) 
φDG1 
(mm) 

tG2 
(mm) 

S 
(mm) 

SPFB-20 42.5 16 50 88 6 4 
SPFB-35 50.5 19 67.5 123 6 5 
SPFB-60 65.5 25 80 136 12 8 
SPFB-80 75.5 36 92.5 167 9 6 

 

 

  

図 2-4-5 端部鋼管形状寸法 

図 2-4-6 ガセットプレート形状寸法の例 

 



 

 8 

3. 設計 

3-1 設計の基本事項 

本ブレースの軸方向剛性は設計者が本ハンドブック「3.設計 3-2剛性」に従って算定する。 

設計者は、本ブレースに作用する長期および短期許容時の設計軸力により芯材のねじ部に生じる応力がそ

れぞれ芯材の長期および短期引張許容応力度以下となるように、表 1-3-1に示す標準仕様から製品を選定する。 

本ブレースを使用した建物の保有水平耐力計算において、ブレースの降伏耐力は、軸部の降伏耐力とする。

また、同計算において、本ブレースは、Ds算出における筋かい材の種別を BA とすることができる。 

ガセットプレートは、設計者が本ハンドブック「3.設計 3-4 ガセットプレート」に従って、芯材の降伏耐力に耐力

係数を乗じた設計用軸力に対して設計を行う。 

 

 

3-2 剛性 

 本ブレースの軸方向剛性は芯材の軸方向剛性にカプラークレビスとねじのガタおよびピンのガタの影響を考慮

して評価する。本ブレースの軸方向剛性 Kは次式による。 

  K = Ny/(Sc+Sp+Ny/K0)  

 記号 K：ブレースの軸方向剛性 

Ny：ブレースの降伏耐力 (表 3-2-1による) 

Sc：カプラークレビスとねじのガタによるスリップ量 (0.75mm) 

Sp：ピンのガタによるスリップ量 (0.8mm) 

 ここで、 

K0 = E・Ad / L 

 記号 K0：芯材の軸方向剛性 

  E：鋼材のヤング率 (205000N/mm2) 

Ad：芯材の軸部断面積 (表 3-2-1による) 

L：ブレースピン間距離 

 

 

3-3 耐力 

本ブレースの許容耐力 Naおよび降伏耐力 Nyは次式による。 

Na = Ae・Fa 

Ny = Ad・F 

 記号 Ae：芯材ねじ部有効断面積 (表 2-4-1による) 

  Fa：芯材の許容応力度 

Ad：芯材の軸部断面積 (表 3-2-1による) 

  F：芯材の材料強度(1.1倍以下とすることができる) 

 

 

 

製品 

記号 

Ny 
(kN) 

Ad 
(mm2) 

SPFB-20 238 731 
SPFB-35 385 1184 
SPFB-60 630 2136 
SPFB-80 830 2813 

表 3-2-1 ブレース剛性算定諸元 
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3-4 ガセットプレートの設計 

ガセットプレートの設計に用いる接合部設計用軸力 jNmaxは以下の式による。 

jNmax = jα・Ny 

 記号 jNmax：接合部設計用軸力 

  jα ：接合部設計用耐力係数 (1.4) 

Ny：ブレースの降伏耐力 (表 3-2-1による) 

 

ガセットプレートは、次式を満足させることで、接合部設計用軸力 jNmaxに対して弾性を維持し、ガセットプレート

が降伏しないように設計する。 

 

fGt ≧ jNmax・√2/AG45  …ガセット 45°降伏防止式 

fGs ≧ jNmax/ AGq  …ガセットせん断降伏防止式 

fGp ≧ jNmax/(tG・DP)  …ガセット支圧降伏防止式 

 

 記号 fGt：ガセットプレートの短期引張許容応力度 

  fGs：ガセットプレートの短期せん断許容応力度 

  fGp：ガセットプレートの短期支圧応力度 

  jNmax：接合部設計用軸力 

  AG45：ガセットプレート 45°方向の断面積(図 3-4-1参照) 

  AGq：ガセットプレート 0°方向の断面積(図 3-4-1参照) 

  tG：ガセットプレートの厚さ(図 3-4-1参照) 

  Dp：ガセットプレートのピン孔径 

図 3-4-1 ガセットプレート断面   

 

 

 ガセットプレートに添板を取付ける場合、添板とガセットプレートの外周溶接部は保有耐力接合とし、添板の降

伏耐力に対して溶接部が破断しないように設計する。 

 PSWU ≧ PSy 

 記号 PSWU：添板とガセットプレートの外周溶接部最大耐力 

  PSy：添板の降伏耐力 

 

 

 ガセットプレートと主架構との溶接は保有耐力接合とし、次式を満足して溶接部が破断しないように設計する。 

  PGWu ≧ jNmax 

 記号 PGWu：ガセットプレートと主架構との溶接部最大耐力 

jNmax：接合部設計用軸力 

  

AG45 

AGq 

tG 
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4. 施工 

4-1 施工および施工管理 

 本ブレースの主架構への取付施工は本ハンドブック「4.施工」に従い現場施工者が行う。本ブレースの施工概

要フローを図 4-1-1に示す。 

 本ブレースの取付検査は現場施工責任者または管理責任者が本ハンドブック「4-2 施工方法」に基づき実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-1 施工概要フロー 

 

  

現場施工者 岡部株式会社 

本ブレース発注 本ブレース製造※1 

本ブレース入荷 

製品チェック 

本ブレース出荷 

本ブレース取付 

取付検査 

※1 製造元は、岡部株式会社または、岡部

株式会社が指定した業者とする。 
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4-2 施工方法 

本ブレースの取付施工は図 4-2-1に示す取付方法を参考にする。 

 

 

 

 

                    ↓ 

  

                    ↓ 

 

                    ↓ 

 

図 4-2-1 ブレース取付方法 

所定の長さ 

①所定のピン間距離となるようにブレース両端の

カプラークレビスを回転させて長さを調整する。こ

の際、図 4-2-2 に示す寸法 X は両端でほぼ同じ

長さとなるようにする。 

 

②下側ガセットプレートにカプラークレビスを差し

込む。この際、ピンはまだ取り付けない。 

ブレース端部を吊り上げて上側ガセットプレート

にカプラークレビスを差し込む。 

ブレース端部を吊り上げる際には、ブレースに当

て物をする等、傷がつかないようにする。また、ブ

レースが脱落しないようにナイロンスリング等の締

め込みに注意する。 

 

③上側ガセットプレートに差し込んだカプラーク

レビスにピンを取り付ける。 

 

 

 

 

 

④下側のカプラークレビスを持ち上げてブレース

本体を回転させることで長さを調整する。 

ブレース本体を回転させる際にチェーンレンチを

使用する場合は、クッション材を使用する等、キ

ズがつかないようにする。 

下側ガセットプレートに差し込んだのカプラーク

レビスにピンを取り付ける。 

 

⑤もう一方のブレースも同様に取付ける。 
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図 4-1-1 に示す現場施工者が行う取付検査は、図 4-2-2 に示す寸法がブレースの両側において表 4-2-1 に

示す範囲内であることを確認するものとする。 

 

表 4-2-1 取付時の検査寸法 X 

製品記号 
X 

(mm) 

SPFB-20 40以上 70以下 

SPFB-35 63以上 93以下 

SPFB-60 58以上 88以下 

SPFB-80 57以上 87以下 

 

 

 

 

 

  

X 

図 4-2-2 取付時の寸法検査 
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5. 評定書・認定書 

SPフィットブレースは BA ランクの筋交い材として（一財）日本建築センターの一般評定を取得している。 

(一財)日本建築センター評定書(写)  評定番号 「BCJ評定-ST0313-01」 

 

 

SPフィットブレースに使用する建築構造物接合用ピンは国土交通大臣の認定を取得している。 

国土交通大臣認定書・指定書(写)  大臣認定番号 「MSTL-0551」 
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